
アンケート実施方法について

○第 15回協議会 資料１より抜粋

（１）応募内容 組合せ案から選択（複数選択可）・選択理由

（２）募集範囲 新泉小学校、和泉小学校及び和泉中学校の通学区域内

（３）募集方法 協議会ニュースを募集範囲に戸別配布、教育委員会HP
（４）応募方法 郵送、FAX、Eメール

※氏名・住所は記入要件とする。

（５）募集期間 １ヶ月程度（郵送の場合は消印による。）

○第 16回協議会 資料２より要約・抜粋

（１）応募内容 組合せ案から選択（一つ選択）・選択理由

（２）募集範囲 新泉小学校、和泉小学校及び和泉中学校の通学区域内、通学区域外

の在校生（保護者を含む）・卒業生

（３）募集方法 協議会ニュースを募集範囲に戸別配布、教育委員会HP
（４）応募方法 郵送、FAX、Eメール

※氏名・住所は記入要件とする。

（５）募集期間 １ヶ月程度（郵送の場合は消印による。）

ア 検討ポイント

① 応募内容：組合せ案の選択数に関して「複数選択可」か「一つ選択」のどちらか。

（組合せ案を「４案」又は「３案」に決定した後、検討予定）

② 募集方法：応募対象者に通学区域外に居住する卒業生を含めるか。

イ これまでの意見整理

① 応募内容（組合せ案の選択数）

「複数選択可」に対する意見

・ 一つ～全てを選択して投票することができることになるが、全て選択される

と組合せを絞り込んだ意味があまりない。

また、全てを選択するような人は、投票しないのではないか。

・ 世帯によっては、１枚にまとめて投票、各自で別々に投票するなど、まちま

ちになる。

・ 一つに絞り込めず決めきれない人もいると思う。

資料３



② 募集方法（応募対象者）

通学区域外の「卒業生」を含めるかに対する意見

・ 同様のアンケートの先例では、卒業生を応募対象として規定していない。

・ 今回のアンケートでは、アンケート内容が簡便なので投票数が多くなること

が見込まれる。

・ 卒業生かの真偽について確認は難しい。

・ 大学生前後なら未だ愛校心もあり、一概にシャットアウトするのはどうかと

思う。

・ 卒業年次で対象とすることも可能だが、対象外となる人の反応が懸念される。

・ 卒業生は、投票としてではなく意見程度として留めても良いのではないか。

・ 地域で育てる学校といった視点から、通学区域外の方は含めなくて良いので

はないか。

・ 地域外の卒業生からの投票は、別枠とした意見としてのまとめ方なら良いと

思う。

□ 募集方法の表記・投票の取扱い

応募対象者に関して、協議会での意見から次のⅠ案～Ⅱ案の２案が考えられる。

内は募集要領の表記例示です。

＜Ⅰ案＞ 通学区域外の卒業生を含めず、投票があった場合は対象外する。

新泉小学校、和泉小学校及び和泉中学校の通学区域内、通学区域外の在校生

（保護者を含む）

＜Ⅱ案＞ 通学区域外の卒業生を含め、他の投票と同様に扱う。

新泉小学校、和泉小学校及び和泉中学校の通学区域内、通学区域外の在校生

（保護者を含む）・卒業生


